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　県別の表は、各県に所在する海上保安部署において取り扱った海難の合計数を示しています。
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◎安全第一！！　早めの衝突回避を行いましょう！！

2

　【10月の漁船海難16隻のうち、衝突海難が 10隻（7件）】
　10隻(7件)の衝突原因をみると、「相手船に気づいていない、若しく
は、相手船に気づくのが遅れ、避ける余地がなかった」などの

　《見張り不十分！！》
が、なんと８隻を占めています。
　右の表を見ると、ぼんやりと航
行していた漁船が４隻で、この内、
レーダーを搭載していたにも関わ
らず利用していなかった漁船が３
隻いました。
　船舶は、衝突するおそれがあるかどうかを判断するために、状況に適
した全ての手段を活用しなければなりません。
　このための有効な手段の一つとしてレーダーがあります。
　レーダーなどのあらゆる手段を利用して、衝突のおそれが少しでもあ
る場合、衝突するおそれがあるかどうか判断できない場合には、十分余
裕のある時期にためらわずに衝突回避の動作をとりましょう！
　衝突してからでは遅いのです！！

2

【見張り不十分で衝突した８隻の漁船の
　衝突時の航行形態】
・ぼんやりと航行　４隻
・錨泊中(操業中、仮眠中含む） ４隻

十
月
の
漁
船
海
難
隻
数
は

十
六
隻
！

航
行
中
・
操
業
中
の
見
張
り
を
十
分
に

行
い
、
早
め
の
衝
突
回
避
に
努
め
ま

し
ょ
う
！


